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研究概要 人と人が日常の中でお互いにならい、ならわれる。そんな相互的で
自由な新しいマナビ“ならいわれ”を通してまちなかでの全世代型の
居場所づくりについて考える。

ケーススタディとして一般論的な部分と実際の住宅街に当てはめていく具体的な
部分との関係性を調整するところが難しかった。
全体として一つの方法論を組み立ててそれに沿って建築や仕掛けを構成し、まち
に様々なマナビを発生させていく作業は、新鮮で興味深かった。

どんな立場、状況にあっても安心して居場所と感じられる場所に
自然と出会ったり、自ら獲得していけるようなまちを実現させたい。
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